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芥川龍之介の動物観 

片野修 

 

 芥川龍之介の作品には、宮沢賢治や小川未明のように多くの動物が登場するわけではな

い。とくに動物の生態そのものを描いたものはほとんどないので、芥川は動物自体には強い

関心をもっていなかったと考えられる。一方で、蜘蛛の糸、河童、犬と笛、猿蟹合戦、孔雀

のように、タイトルには種々の動物名がつけられている。それでは、これらの作品に見られ

る芥川の動物観はどのようなものなのか。それを考えてみたい。 

 動物が主人公となっている作品に「白」がある。白は毛が真っ白な犬であるが、町を歩い

ていると、犬殺しを見かける。犬殺しは野犬狩りをする人間のことであり、このときは黒犬

を狙っていた。「白」は黒犬に危険を知らせようとするものの、犬殺しに睨まれて怖くなり、

逃げ出してしまう。罠に捕らわれた黒犬は悲しく泣きさけび、その声は「白」に残り続けた。 

 家に帰ると、「白」は黒い犬になっており、飼い主の子供たちに「白」だと気づかれない。

家を追い出された「白」は、公園で子どもたちにいじめられている子犬を見つけ、今度は勇

気をしぼって助けることに成功した。子犬に感謝された「白」はその後、各地で人や動物を

助け、危険な大蛇や狼とも戦った。それでも黒犬を見ごろした罪をぬぐうことができなかっ

た「白」は、自殺しようと思い、その前に元の飼い主の家を訪れた。すると、「白」は元の

毛色に戻っており、「白」として認めてもらって再び愛されるようになった。 

 この作品は童話のような構成となっており、子供向けに書かれたのかもしれない。人間の

醜さ、競争、嘘をテーマにした他の作品とは異なり、ストーリーも結末も穏やかである。た

だし、犬の毛色が変わるところは、奇想天外であり、妖怪、魔術、神などがあらわれる他の

作品と似ている。白と黒という対比は、現在ならば人種差別との関連を批判されるかもしれ

ない。 

 「白」と同じように犬を登場させながら、「犬と笛」は主人公が木こりの髪⾧彦である点

で、まったく異なる作品である。森の中で笛を吹いていた髪⾧彦は、その美しい音色のおか

げで神に気に入られる。願いをかなえてやると言われて、髪⾧彦は「犬が欲しい」と答えた。

髪⾧彦の無欲さを気に入った神は髪⾧彦に、どんなに遠くのものでも嗅ぐことができる犬

を与えた。すると、次の日に別の神がやってきて、空を自由に飛ぶことができる犬を与えて

くれた。さらに次の日には、どんな敵でもかみ殺す犬も与えてくれた。 

髪⾧彦は三匹の犬といっしょに囚われの身になっていた大和国の姫を救う旅に出る。三

匹の犬の能力によって二人の姫を救うことに成功した髪⾧彦であったが、飛鳥の大臣様の

ところに行く途中で、二人の侍に手柄を横取りされそうになる。しかし、姫たちのおかげで

髪⾧彦は大臣にみとめられ、たくさんの褒美をもらうことになった。 

 この話では、犬は主人公ではなく、髪⾧彦が姫たちを救うのを助ける「道具」として描か

れている。犬の心や気持ちはまったく触れられていないが、三匹の犬はそれぞれ卓越した能

力をもっており、そのことがある意味で単純な「成功話」を神秘的にするうえで役に立って
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いる。 

 人間を描くうえでの道具として動物を登場させる点では、「蜘蛛の糸」も同様である。蓮

池の下に地獄の底を見ていたお釈迦様は、大罪人であるが、かつて踏み殺そうとした蜘蛛を

助けたカンダタという男を地獄から救い出してやろうと考えた。そこで蜘蛛の糸を地獄に

おろしてやると、カンダタはそれをたぐって登り出すのだが、その下方にはおびただしい罪

人たちが次から次へと登ってきた。カンダタは「この糸は俺のものだから下りろ、下りろ」

と喚いたところ、蜘蛛の糸はあっけなく切れてしまい、カンダタも他の罪人も血の海に落ち

てしまった。この話でも、蜘蛛の糸は人間の醜さをみちびく道具として描かれているにすぎ

ない。 

 「河童」という作品は、主人公が河童の国に迷い込む話であり、河童という動物を描いて

いるのだが、実際には人間の世界をデフォルメして描いている。たとえば、「親子夫婦兄弟

などと云うのは悉く互に苦しめ合うことを唯一の楽しみにして暮らしているのです」や「雌

の河童は雄の河童よりも一層嫉妬心は強いものですからね」といった表現は、人間を想起さ

せるからこそ興味深く感じることができる。実際に河童の生活などを知っている人はいな

いのだから、好きなように書くことができるのは楽しかったと思われる。 

 空想上の動物という点では、「酒虫」もおもしろい。いくら酒を飲んでも酔わない男の腹

の中に酒虫がおり、それによって病に罹っていると言われたので、僧に治してもらうことに

なった。炎天下で細引によってぐるぐる巻きにされ、汗をだらだら出して朦朧となるのだが、

その苦しさの果てに、小さな山椒魚のような酒虫が口から飛び出して、瓶の中を泳ぎながら

酒を飲んでいた。この治療の効果はてきめんで、この男はこのときから酒が飲めなくなった。

それだけではなく、男の家産も健康も衰え、わびしいその日その日を送るようになったとい

う結末である。 

 このほか、芥川の小説には、妖婆、魔人、首が落ちた者、神、仙人など、怪しげな人物が

登場するものが多いけれども、いずれも「人間とは何なのか」という芥川の興味を反映して

いるととらえられる。芥川の小説に登場する動物も、人間を描くために使われており、動物

を描いているように見える「白」ですら、人間を想起させるものである。この点で、宮沢賢

治が動物そのものの世界を描こうとしたのと対照的である。 

 芥川の小説には、今昔物語に出典を仰いだもの、子供向けに書かれた童話、奇想天外なも

の、人間の欲と醜さを描いたものなど、それぞれ創意をこらした物語が描かれており、少な

いながら芥川の自伝的小説も残されている。そう考えると、動物の描き方にこだわらずに、

作品ごとに芥川の狙いと結末のおもしろさを味わうのがよいと思う。 

 その点で私がとくにおもしろいと思ったのは、「玄鶴山房」という作品で、資産家の堀越

玄鶴をめぐる人間関係が描かれている。肺結核の床についている玄鶴、腰抜けになった妻の

お鳥、その娘のお鈴と娘婿の重吉、女中のお松、看護婦の甲野だけでも複雑なのに、そこへ

玄鶴の妾であるお芳とその子である文太郎がやってくる。お鳥と看護婦の甲野は、お芳に嫉

妬を感じ、さらに一見幸せな重吉夫婦を疎ましく思う。文太郎が重吉夫婦の子の武夫にいじ
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められると、お芳とお鈴の間が不穏になり、甲野が仲裁に入るのだが、彼女はこの状況を密

かに楽しんでいる。自分の嫁と妾、娘夫婦と看護婦の不和は玄鶴に苦しみをもたらすが、い

ずれ自分は死ぬのだからどうにでもなると思っている。互いによく思わない人々の心理や

そこで生じる出来事がテンポよく描かれる中で、玄鶴は死んでいく。微妙な敵意や嫉妬は、

動物ではなく人間だからこそリアリティーをもって読むことができる。 

芥川の作品について当時の文芸評論家による解説を読むと、同じ作品でも読む作家や評

論家によって評価が異なっているのがおもしろい。文学が隆盛を誇っていた時代には、作家

や出版社に忖度することなく、作品について自由に議論していたのだと思うと、うらやまし

い限りである。 

  


